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こ
の
基
本
理
念
の
も
と
質
問
し
ま
す
。

　

今
年【
令
和
元
年
】10
月
１
日
よ
り
少
子
化
対
策
、
幼
児
期
の
教
育
の
充
実
を

掲
げ
て
三
歳
児
以
上
の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
が
平
成
29
年
9
月
に
本
案
を
一
般
質
問
し
た
時
、
待
機
児
童
数
は
同
年
４
月

１
日
時
点
で
は
ゼ
ロ
、
年
度
途
中
の
前
年
10
月
１
日
時
点
で
は
44
人
の
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
た
と
報
告
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
数
に
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
特
定

の
保
育
所
を
希
望
し
て
入
所
し
て
い
な
い
児
童
は
、平

成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
２
４
３
人
だ
っ
た
と
も
報

告
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

無
償
化
さ
れ
た
今
は
当
時
の
状
況
と
は
大
き
な
環

境
の
変
化
が
あ
り
、多
く
の
自
治
体
で
は
前
年
よ
り
想

定
を
上
回
る
入
所
申
し
込
み
で
待
機
児
数
が
増
え
、不

足
す
る
保
育
士
確
保
を
め
ぐ
る
自
治
体
間
競
争
も
加

熱
し
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
は
、認
可
保

育
所
で
は
原
則
全
員
が
保
育
士
資
格
を
持
つ
の
に
対
し
、
認
可
外
施
設
で
は
３

分
の
１ 

以
上
が
保
育
士
で
あ
れ
ば
良
い
等
基
準
は
緩
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

こ
の
緩
い
基
準
す
ら
満
た
さ
な
い
施
設
で
も
経
過
措
置
と
し
て
５
年
間
は
無

償
化
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
認
可
外
施
設
を
無
償
化
の
対
象
と
し
て
し

ま
っ
て
は
、
国
が
質
の
低
い
施
設
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
事
に
な
り
か
ね
な
い

と
、専
門
家
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

幼
児
教
育
を
無
償
化
す
る
な
ら
ば
、
優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
待
機
児
童

の
解
消
、
保
育
の
質
の
確
保
を
推
進
し
て
、「
若
者
が
安
心
し
て
産
み
育
て
る
」

環
境
づ
く
り
が
大
切
と
思
い
ま
す

　
　
　

そ
こ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す

青
和
会 

関
良
議
員 

一
般
質
問
・
答
弁
要
旨
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会

　  

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

　
私
は
常
に「
弱
者
の
立
場
に
立
っ
て
、弱
者
の
方
々
が
安
心
し
て
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
べ
き
事
」
が
福
祉
の
基
本
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
二
一

　

私
は
、
青
森
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
こ
れ
を
支
え
る
人
材
の
確
保
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
年
度
後
半
に
発

生
し
て
い
る
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
に
も
保
育

士
の
確
保
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
、
潜
在
保
育
士
の
再
就
職
支
援
と
し
て
、

平
成
27
年
９
月
に
開
設
し
た
青
森
県
保
育
士
・
保

育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
求
人
・
求
職
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
就
職
に
向
け
た
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
再
就
職

に
必
要
な
就
職
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
育
士
資
格
の
取
得
支
援
と
し
て
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
県
内
の

保
育
士
養
成
施
設
に
在
学
す
る
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
い
、

県
内
の
保
育
所
等
で
一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
に

よ
り
、
保
育
士
の
県
内
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
保
育
人
材
の
定
着
促
進
の
た
め
の
県
独
自
の
取
組
と
し
て
平
成

29
年
11
月
か
ら
、
職
員
の
処
遇
改
善
、
人
材
育
成
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
県
が
認
証
す
る
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
認
証
評
価
制
度
」
を
実
施
し
、
保
育
士
が
や
り
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
、
保
育
士
の
確
保
・
定

着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

答
弁
・
健
康
福
祉
部
長

答
弁
・
知
事

　

本
年
４
月
１
日
時
点
の
待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
前
年
同
月
と
変
わ

ら
な
い
。
ま
た
、
本
年
10
月
１
日
時
点
の
待
機
児
童
数
は
15
人
で
あ
り
、
前

年
同
月
の
21
人
と
比
較
し
て
６
人
減
少
し
て
い
る
。

　

待
機
児
童
数
に
含
ま
れ
な
い
も
の
の
、
特
定
の
保
育
所
等
を
希
望
し
て
入

所
し
て
い
な
い
児
童
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
時
点
で
は
２
４
８
人
で

あ
り
、
前
年
同
月
の
２
７
９
人
と
比
較
し
て
31
人
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
本
年
10
月
１
日
時
点
で
は
２
９
６
人
で
あ
り
前
年
同
月
の
３
１
２
人

か
ら
16
人
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
県
内
に
お
い
て
無
償
化

の
実
施
に
よ
る
待
機
児
童
数
へ
の
影
響
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
県
内
の
就
学
前
児
童
数
自
体
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
も
待
機
児
童
数
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

● 

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
。

　

本
年
度
の
待
機
児
童
数
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
実
施
に
よ
る
影
響
は
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

質
問
一

　

待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
に
は
、
保
育
士
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
県
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。



　

西
滝
新
城
線
は
全
区
間
が
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
新
青
森
駅
南
口
付
近
に
お
い
て
は
、
既
に
電
線
類
の
地
中
化

を
実
施
済
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら
改
良
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
新
城
側
の
約
0.

6
Km
の
区
間
に
つ
い
て
は
改
良
工
事
と
合
わ

せ
て
電
線
類
の
地
中
化
も
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

質
問
二
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県
は
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環

境
づ
く
り
の
為
、
福
祉
施
策
の
充
実
を
戦
略
的
に
進
め
て
い
ま
す
が

施
設
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
職
員
の
人
材
確
保

や
福
利
厚
生
に
資
金
を
投
じ
る
余
裕
が

な
く
、そ
の
皺
寄
せ
で
利
用
者
に
対
す
る

質
的
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

入
居
者
に
対
す
る
虐
待
等
も
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、行
政

と
し
て
は
看
破
出
来
な
い
問
題
で
あ
り
、

施
策
の
目
標
で
も
あ
る「
高
齢
者
が
生
き

甲
斐
を
持
ち
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
環
境
づ
く
り
」の
た
め
に
も
是
非
と
も

改
善
し
て
い
く
べ
き
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

今
後 

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
今
以
上
に
施
設
利
用

者
数
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
課
題
を
内
在
し

た
ま
ま
で
は
将
来
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
で
き
な
い
の
で
は
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
及
び
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
に
お
け
る
事
故
報
告
の
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

質
問
一

● 
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
事
故
報
告
の

件
数
に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
78
件
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が

51
件
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
が
8
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

青
森
県
の
人
口
減
少
の
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
県
外
へ
の
転
出

実
態
を
み
る
と
、
高
校
を
卒
業
す
る
18
歳
が
最
も
多
く
、
昨
年
度

は
２
０
０
０
人
も
の
高
校
生
が
県
外
に
出
て
い
き
、
大
学
を
卒
業

し
た
22
歳
の
若
者
も
１
１
０
０
人
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

大
都
市
圏
で
は
全
国
か
ら
人
口
が
集
中
す
る
一
方
、
地
方
で
は

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
同
時
に
進
行
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
地
方

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
益
々
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
県
外
流
出
＝
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、
在

校
生
に
対
す
る
県
内
企
業
の
魅
力
を
伝
え
る
と
共
に
、
県
内
企
業

も
採
用
時
期
を
大
都
市
企
業
に
先
駆
け
て
行
動
を
す
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。

　
本
県
の
高
校
及
び
大
学
等
卒
業
者
の
県
内
就
職
が
、
東
北
各
県
と

比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

本
県
の
平
成
31
年
3
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
の
就
職
状
況
は
、

県
内
求
人
倍
率
が
3.

1
2
倍
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
も
の
の
、
県

内
就
職
者
の
割
合
は
、
5
3.

5
％
と
前
年
を
2.

7
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
を
東
北
各
県
と
比
較
し
て
み
る
と
、
県
内
求
人
倍
率
に
つ
い

て
は
宮
城
県
、
秋
田
県
に
次
い
で
3
番
目
と
、
東
北
の
中
で
は
平
均

的
な
水
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
就
職
割
合
は
6
番
目
と
な
っ
て

お
り
、
5
番
目
の
秋
田
県
と
は
1
3.

9
ポ
イ
ン
ト
の
開
き
が
あ
る
。

質
問
一

● 

若
者
の
県
内
就
職
の
促
進
に
つ
い
て
。

　

新
幹
線
の
発
着
駅
で
あ

る
新
青
森
駅
周
辺
の
西
部

地
域
で
は
商
業
施
設
が
立

ち
並
び
発
展
し
て
い
る
一

方
で
、
新
青
森
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
新
青

森
駅
と
中
心
市
街
地
の
両

都
市
間
を
結
ぶ
都
市
計
画

街
路
道
路
３
・
４
・
２
号

西
滝
新
城
線
は
近
隣
の
新

城
小
中
学
校
、
県
立
西
高

等
学
校
の
通
学
道
路
に
も
関
わ
ら
ず
幅
員
が
狭
く
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
都
市
間
の
魅
力
あ
る
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
も

無
電
柱
化
の
整
備
と
併
せ
た
道
路
整
備
が
重
要
で
あ
り
待
た
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。

● 

新
青
森
駅
周
辺
の
街
路

　
　 

整
備
事
業
に
つ
い
て

　

以
上
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
の
青
森
県
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁
・
健
康
福
祉
部
長

答
弁
・
健
康
福
祉
部
長

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
で
は

入
居
者
が
安
心
し
て
居
住
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
正
に
施
設
を
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
で
は
毎
年
度
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
集
団
指
導
と

立
入
検
査
を
実
施
し
、
さ
ら
に
入
所
者
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

に
は
苦
情
内
容
に
関
す
る
事
実
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
の
立
入
検
査
を
行
い
、
検
査
結
果
に
基
づ
き
指
導
・

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
答
弁
・
商
工
労
働
部
長

　
都
市
計
画
街
路
３
・
４
・
２

号
西
滝
新
城
線
の
事
業
の
進
捗

況
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
。

　

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
２

号
西
滝
新
城
線
は
、
青
森
市
の

中
心
市
街
地
と
西
部
地
区
を
結

ぶ
総
延
長
約
４.

１
Km
の
幹
線
道

路
で
あ
り
、
石
江
工
区
西
側
の

約
1.

2
Km
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

特
に
青
森
市
西
部
市
民
セ
ン

タ
ー
付
近
の
歩
道
幅
員
が
狭
い

こ
と
等
か
ら
、
新
城
側
の
約

0.

6
Km
を
優
先
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
来
年
度
新
た
に
実

施
を
予
定
す
る
事
業
と
し
て
、

今
後
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め

早
期
完
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問
一

答
弁
・ 

県
土
整
備
部
長

質
問
二

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
及
び
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
・
県
土
整
備
部
長

　
先
の
災
害
で
防
災
機
能
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
電
線
地
中
化
は
必
要

と
考
え
る
が
、
本
街
路
工
事
で
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

小豆畑市会議員と国土交通省副大臣青木氏に
道路整備の陳情を行う。令和元年11月7日

未整備区間


